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北海道水産資源技術開発協議会 

顧問 佐野 誠三 

                                                                                                                              も 緯度の高い，ラウダ ロ す (L 囲 № r038 。 30 ， S) 養魚楊枝 ポサ (La Poza 

米国によって 実施され，その 中マス 属 (S が -                                                                                                                   

mn こ S Ⅲ ver 血 us) ぱ 現在南米の南部， オ 

ストラリア，およびニュージーランド 等に定                                                         

着し，夫々自然繁殖が 行なわれ，その 分布も 北半球のサケ 属を南半球へ 移殖の際の最も 

次第に拡がりつつあ る。 大きな問題は ，                                                             
又 ニュージーランドで   は サケ 属 (O れ eco ハ ㌻ 候に受精され ，                                                                                                 

nc 臆 s) の中マス                                                             現地の陸水温が 高くなる夏の 初め       

が 定着し，安定した 再生産が行なわれて い て， 到着することとな                                                                         

数少ない成功例として 良く知られている。 度限界を超え ，正常な発生は 困難となり， 又 

南半球の 40 。 S 以南は北半球と 異なり， 陸                             適温範囲内にあ って，発生は 正常 

地面積が小さく ，南極大陸を 除けば，ニュー -  に進行するが ，充分な成育期間を 経過するこ 

ジーフ 一 ノ ・ ド ， タスマニア， フ オークランド 等                                                   

の 島々と南米の パタゴニ                                                                                                               に 現われて，欣造 充 

陸水域を繁殖の 場とする ザケ 属の再生産は 著 分な成長期間を 経て冬に至るが ，南半球で は                             ら 秋に発生するためその 年の成育 

                                                                                            期間は著しく               更に半年乃至 1 年間の成 るものが 多 この時季 は 南半球の春から 夏 官期間の延長が 必要となって 来 る 

:: 当り，陸水温の 最高 

に達する時季となるた 

め，サケ・マス 類の卯 

のふ化政 は 稚魚の育成 

等に極めて大きな 障害 

となって 未た 。 

南米チリでは 最近 

(1968 年から現在 迄 ) 

米国からサケ 嵐 0. ん 1.s- 

しかし北半球で 夏の 

終りから，初秋にかけ 

て産卵する色種は 南半 

球に移され餌が 充分に 

与えられれば 正常な成 

長が見られ，成魚とな 

る期間が短縮される 可 

能 @ も生じて来る ， 

マス 属 (S ㎡ れ 0 曲 S- 

刀 でん 苗 0 ． @sc ん 0w,y@s- コヂャイケ の市街                       と 異なり   

c ん 0) の卵を毎年 50 一 60 万粒 宛 移植 し ，その 定 環境適応範囲の 梢小さいサケ 属 (0Hc0r ん ym- 

着育成に努力しているが ，何れも 40 。 S 以北の c ん u8) ぱ移 廼時のふ化育成水温が 10 で前後で 

地域に限られ ， 12 月一 2 月のこの地区の 陸水 あ ることが要求され ，水温調節設備を 設定し 

温が 25 。 一 26C 以上に達する 時季に，輸送， な い 限り，夏季水温が 著しく上昇しない ， 南 

収容，ふ化が 行なわれているため ，その大部 部に限定されてくる。 
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南米チリ図南部のア イ セン 市 (Ayzen45 。 

25,S) の気象は次の 如く 夏 冬の温度差は 梢 小 

さく，沿岸海流の 影響を受けて ， あ まり厳し 

く な い。 

累 年 累 年 

;l%6n,,  年間平均温度 目平均最高 月平均最低 

7 イセン                 
又 降水量は年間 2,973.3mm 余 ( ホ 」 巾晃 1,136.0 

mm) を示し著しく 多いが，真冬の 7 一 8 月に 

も時々降雨があ るため，積雪量は 意外に少な 

いと言われる ，   
不明であ るが，夏期調査時の 河川 @ 温は夫々 

次の通りであ     

。 仙ヰ 調査日日 気 温 水 温   
、 5, 砕 ㏄ ")   

クロラ ll 。   
@ 。 ro) 

                        13.7 。 C               

ポルノクス lll                                               
@Poliux)     8.1 。 C 

アイセンおよびマガジヤ 千スⅡが㎝ 紬 M- 

0g0ll0 れ es) 両州 l の河や湖には 1 部の例外を 

定着の可能性のあ ること カ汚崔 ; 思 された。 

チリ国側の強い 要望もあ って 1972 年度に移 

殖 を伴 う 調査研究を進めることとなり ，移植 

卯 の支人準備も 既に一部進行中で ，本年秋 

(10 月 ) に は Ⅱ ヒ 海道産のサクラマス (O.m 行 

s0 回 卵を輸送し，ふ 化放流を行い ，幼魚群 

の生態研究を 通じて， その可能性を 究明する 

こととなった。 

チリ国側では 日本の指導によって ， 大 ふ化 

場を建設し， この地方のサケ・マス 増殖セン 

タ一にしたいとの 考え方をもっていた 様子で 

あ るが， この仕事は基礎的研究と ，少数の稚 

魚の放流によって ， その生態を見極め ， その 

後次第に拡大して 行こ う とする日本の   慎重な 

考え方を了承， 取 敢えず実験的ふ 化場を建て 

ることとなり ， その場所もシンプソン 川の支 

流ポルックス 川 (Po ねめに決定した。 

この場所は コヂ ャィ ケ市 (Co 帝 aiqe45 。 35, 

                                              あ り，バルマ セダ (B- 

ぬ maseda) 空港に向 ぅ 道路に面する 草原で ， 

牧場の m 地の一部を選定した。 

ボ ルックス川にはこの 予定地点の下セ 而 約 1.5 

kn@ の 所に高さ約 l5m 余の滝があ り，幼魚、 の 降 

下 には大きな障害はないと 思われるが， 親角 、 

の 沢 上は略々完全に 遮断される，この 川の最 

  コヂサ イケのホテル ウモ 川 @ Ⅰ   mmo) は降雨 

  による濁りが 甚       その下流は河口 迄 濁流 

今回の日本からのサケ 属の移殖はこれら 現 となり， 梢 々 大きな沈澱 池 或は地下水の 利用 

地の環境と，サケ 属の生態に就いて ，増殖技 専行なれない 限り ( 地下水の有無不明 ) 不適 

術者，生態研究者，その 他関係者の間で 検討 と考えられた。 

を行ない，南米チリ 国 南部地区はサケ 属 資源 更にマガジャネス 州のセラノ川水系 @e- 
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rrano) のトロ 湖 (Toro) の一部に神々良好 

な場所が見られているが ，交通その他の 関係 

で将来の課題としたいとのチリ 側の要望もあ 

って今回はシンプソン 川水系のみにとどめた。 

北太平洋のサケ 属は何れも ス モルトに変じ 

て陸海する時期は ，次第に日の 長くなる春で ， 

産卵のため河川にそ 上する時期は 秋から冬に 

至る日の短くなる 季節で， この性質は南へ 移 

しても 着 、 に変 ることないと   已 われるので，移 

植種は何れもこの 季節に合せて 行動すると考 

えられる。 

従って人工飼育によって 急速に育成するこ 

とが出来ても ，陸海，産卵の 季節は北半球と 

同様南半球の 春 (9 月一 11 則に降 悔 し， 秋 

(3 月一 5 月 ) に産卵する種族が 造成される 

と推定される。 

前述の通りこの 時期は約半年間の 喰 い 違い 

な 生じ，北で秋に 産卵された卵は 南の春の終 

りから 夏 (10 月一 1 月 ) に 移殖 されるので， 

スモルトになるのは 夏から冬を経て 春 (9 月 

一 11 則になる公算が 多い。 

この状態は発生の 年に直ちに陸海する 魚種 

は降海が約半年遅れるが ， 1 年間淡水で過す 

魚種はその期間が 梢 々 短縮される 百首 ヒ @ もあ る " 

これら ス モルトに変じて 陸海進魚群は 1 年 

間或は 2 一 3 年フイ ョルド や海岸に出て 回帰 

する時期は北と 同様に秋 (3 月一 5 月 ) とな 

り，河川に 沢 上して産卵すると 思われる。 

このような種族が 僅かでも生き 残れば， そ 

の後の再生産は 北と同様に繰返えされ ，適切 

な繁殖保護によって 資源の増大或は 分布の拡 

大を計ることが 可能となるであ ろう， 

(P 一 27 より ) 

第 3 水源は， シートパイル ，木造。 土留に 

よる長さ 103 m の 葉水 装置から成っている。 

当 場の湧水は凝灰岩盤の 透過水で，その 湧 

出地は表層風化帯に 生じた縦横の 亀裂から湧 

水しており，従来の 工法では，葉水が 殆 んど 

不可能と考えられていたが ，ボーリング・グ 

ラウト注入工法の 採用により集水に 成功した 

もので， この工法は今後の 集 水 導水施設の施 

工に当って参考とすべきものであ る。 

導水路は硬質塩化ビニール 管 および，コン 

クリート・ヒューム 管を使用し延長。 7 列 m に 

及び 3 ケ 所の分離した 水源からふ化施設まで 

の間，用水を 導水している。 

稚魚の飼育池は 屋外に鉄筋コンクリート 造 

り水深 l m 総面積 S45m, の設備で注水量の 自 

在調整も可能となっている ， 

サクラマス育成施設は 鉄筋コンクリート 造 

り，水深 l m, 総面積 231m, の育成 池と ， こ 

れに附属する 導水路，排水路，給餌機構等の 

設備から成っている ， 

この施設は日本海区のサクラマス 資源の拡 

大を意図したもので 昭和 48 年度までの 3 ケ 年 

計画で整備されることになっている ， 

その他附属設備として 硬質塩化ビニール 管 

138m の排水路および 自動給餌 機 ，動力揚水の 

電動化が整備された。 

工事の期間は 僅かに 4 ケ 月間，   忙しい日程 

後昭和 4f 年 l1 月 25 日，漸く 新 ふ化 室 が使用出 

来ることになり 石狩， 勇払 ， 鶴 川 の 3 河川の 

卵子ならびに 十勝文場から 移 植 した， さけ， 

さくらます， からふとます 卵子総計 2,176 万 

粒をり x 容 してふ化放流事業を 実施した。 

水量の調整と 放流まで， 一 工程として扱え 

6 施設は，異状に 対するチェックも 早く， 1 

月下句に来日したソ 連の専門家も「生産につ 

いての高い水準」と「稚魚の 育成を求める 技 

術」について 賞讃していた ， 

生産工程の中で 研究が容易になり。 技術の 

開発，施設の 改善に役立てることが ， この新 

施設の負うべき 使命であ り，岩場の責任であ 

ろうと考える。 

(25 ぺ ー ジより続く ) 
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